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　本研究に使用した機器は， 1 ）エアフロー S
ⅡⓇ（EMS 社，スイス）：新規法， 2 ）クィック
ジェットⓇM（株式会社ヨシダ，東京）：従来法，
3 ）ピエゾンマスターⓇ700（EMS 社，スイス）：
超 音 波， 4 ）ラバーカップ（プロフィーカップ
Pro ソフトタイプ（カボデンタルシステムズジャ
パン株式会社，東京），回転数 M＋メルサージュ




波は歯面から 3 mm 離して先端を固定，エアー圧
0.5MPa にて 5 ，10秒噴射した．超音波も 5 ，10
秒間操作した．それぞれ，セメントエナメル境































ト深さ (Probing Pocket Depth : PPD) や歯肉炎
指数に変化はなく，知覚過敏等の為害性は確認さ
れなかった．一方，従来法は歯面着色について新
規法よりも多く認められる症例が多く，知覚過敏
症状が発現することがあった．すなわち，臨床的
検討によって，エアフロー SⅡⓇの為害性の発現
は確認されず，使用時の安全性，有効性が示唆さ
れた．
